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世界銀行全体の動き 
COP28（＠ドバイ）（11/30～12/12） 

世界銀行（バンガ総裁）は、COP28（気候変動枠組み条約第

28 回締約国会議）で、新規承認額に占める気候変動分野支援

の割合の引上げ（35%→45%、＋90 億ドル）や、異常気象

発生時における元利払一時停止措置の拡大（島国等の場合、

供与済借款にも遡及適用）などの取り組みを発表しました。また、MIGA 俣野長官は、

持続可能なインフラへの民間セクター参加促進を図るため、世界銀行（MIGA：多数国

間投資保証機関を含む）を始めとする開発金融機関が果たす役割を説明しました。 

IDA20 中間レビュー会合＠タンザニア・ザンジバル島（12/6-8） 

アフリカ・太平洋島嶼国など世界の最貧国 75 か国を支援す

る IDA（アイダ：国際開発協会）は、バンガ総裁同席の下、

タンザニア・ザンジバル島で IDA20（第 20次増資）中間レビ

ュー会合を開催しました。本会合は、次期増資（IDA21）交

渉の幕開けでもあり、今後、2024 年 12 月妥結を目指し、2 名の共同議長（元シエラレ

オネ中央銀行総裁・元アフリカ開発銀行官房長 Shelu Sambadeen Sesay＆世界銀行上級

専務理事 Axel van Trotsenburg）の下、活発な議論が行われることになります。 

ガザ地区の人々向けの緊急支援 

世界銀行は、ガザ地区の人々向けに 3,500 万ドル（約 50 億円：全額無償資金協力）の

緊急支援を供与しました。今回の支援には、WFP 経由で供与する食糧支援 1,000 万ド

ルの他、UNICEF・WHO 経由で供与する医療支援 1,000 万ドル（原資：日独政府が拠

出する保健危機への備え・対応に係るマルチドナー基金（HEPRF））が含まれます。 

International Debt Report 2023（国際債務報告書 2023）の公表（12/13） 

2023 年版 International Debt Report（旧称：International Debt Statistics）は、世界的な

金融環境の引き締めに伴い、途上国の借入コストが急増し、債務危機のリスクが増大

していることを明らかにしました。IDA（アイダ：国際開発協会）が支援対象とする世

界で最も貧しい 75 か国の場合、元利払（2022 年）は過去最高の 889 億ドル、うち利

払費（236 億ドル）は 10 年前の 4 倍の水準です。低所得国の 6 割が破綻またはハイリ

スク判定を受けており、予断を許さない状況となっています。 
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Migration and Development Brief（移民ブリーフ）の公表（12/18） 

Migration and Development Brief では、2023 年中における途上国向け郷里送金額（推

計値）が前年比＋3.8%拡大し、6,690 億ドル（約 100 兆円）に達したことを明らかに

しました。5 大送金受取国はインド（1,250 億ドル）、メキシコ（670 億ドル）、中国

（500 億ドル）、フィリピン（400 億ドル）、エジプト（240 億ドル）。経済規模

（GDP）に対する送金受領額で大きいのは、タジキスタン（48%）、トンガ（41%）、

サモア（32%）、レバノン（28%）、ニカラグア（27%）の 5 か国です。 

TDLC：「手ごろな住宅」に関する TDD を実施（＠広島、12/11-15） 

世界銀行・東京開発ラーニングセンター（TDLC）は、

広島市との共催で、9 か国から政府・自治体関係者を招

き、「手ごろな住宅」に関する都市開発実務者向け対

話型研修（TDD）を実施しました。参加者は、「UR
（都市機構）まちとくらしのミュージアム」への訪問

などを通じ、日本の大規模な住宅供給や、人口構成の

変化に伴う政策の変遷を学んだ他、広島において、住

宅政策の変遷が見て取れる基町、高陽ニュータウン、

西風新都ニュータウンを視察しました。また、広島平

和記念公園では、松井市長の歓迎に続き、地元高校生

から様々な歴史的モニュメントについて説明を受けま

した。 

なお、今回の TDD には世銀本部担当マネージャー（Angelica Nunez）も参加しており、

訪日の機会を活用し、財務省・国土交通省・UR 都市機構と意見交換しました。 

世界銀行・東京防災ハブ：UR2024（防災グローバルフォーラム） 

来年 6 月の UR2024 防災グローバルフォーラム＠兵庫県

姫路市に向けた準備の一環として、世界銀行本部担当マ

ネージャー（Niels Holm-Nielsen）他が来日し、兵庫県

庁・姫路市役所を訪問しました。訪日期間中、一行は、

UR2024 参加者を対象としスタディ・ツアーの訪問先候補

である姫路市消防指令センター、阪神高速震災資料保管庫、阪神淡路大震災記念・人

と防災未来センター（神戸市）にも足を運びました。この他、12 月 15 日には、和田達

也姫路市副市長他が世界銀行東京事務所に来訪されました。 

 


